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＊遺構の概要

平城京一条北辺四坊六坪

(1云郷碑ヲ攀御 山 荘 跡 ） の 多 匂 屈 調 査

調査期閾 1983年12月 5日～ （継続中）

調査面積 約1000戒

l臀 1．ぶb心 7 杉山羊
[Aトレンチ］

S805 桁行 3閻分．梁間 1間分を検出 8尺等間 架間 2間の南北棟掘立柱建物

となるか。

S806 南北棟掘立柱建物

桁行 3間架間 2間 10尺等饂l

S808 東庇付南北棟掘立柱建物

桁行 3間 以 上 梁 間 身 舎 2間 庇 1間

桁行10尺梁閻身舎 8尺庇 9尺

S811 東庇付南北棟掘立柱建物

桁行 2間以上梁l闊身舎 2閻庇 1開］

桁行 9尺梁間身舎 6尺 庇 9尺

以上 2棟の掘立柱辿物は身舎の東側柱筋と1lt(f)柱筋をそろえる

S813 南北棟掘立柱建物

桁行 2閻以上 梁間 2間 10尺等閻となるか。

大形で地形風の掘形のなかに小形の掘立柱建物の掘形をもつ

SB09 南北棟掘立柱建物

桁行 4間 梁間 2間 6尺等間 S808より古い。

S812 S811と妻柱筋を揃え、ならび盟になると思われる掘立柱建物

S010 素掘の東西溝 幅40cm，深さ60cm

SX07 中央には炭化物のつまった大形の症を屑き、周lillを梱状の遺栂がとりかこ

こむ

SA16 柱閻10尺の南北!Ill SA15と連なり閉塞施設となる可能性あり

[ Bトレンチ］

S801 南庇付東西棟掘立柱建物

桁行 7間梁間身舎 2間 庇 1皿

桁行10尺梁閾身合10尺庇］3尺

掘形の一辺が 1.2~1.4m 

柱径は身舎が約40cm、庇が約30cm。北側柱筋にjlllJ(SA15)の取りつく可能性

がある。南北方向の中軸線は、坪の中軸線にほぽ合う。

S804 東西棟掘立柱建物

桁行 5間梁間 2間

柱間不揃い。 S801より新しい。

'SD02 S801の北側と東側をめぐる素掘の雨落洞。瓦の出土が多い

S•l(03 方形の土j廣 井戸となるか

SA15 柱間10尺の東西lIll SB01の北柱筋に取り付くか

[Cトレンチ］

SD14 幅 31几 深さ 0.Smの素掘の洞。六坪と七坪との坪境小路の東側溝か。

＊遺物の概要

［土器］

全体に出土昆は少ない。奈良時代前半期の土器がBトレンチの整地屈から出土

［瓦］

・S002から軒平瓦 1点、 S010から軒丸瓦 6点．軒平瓦 3点 いずれも小型で特殊

な型式の瓦が多い。

*I時期

・遺構の掘り込まれる照地腐から、・奈良時代前半期の土器が出土度る【9

• llt付の建物はいずれも広庇である。

・洞出土の軒瓦は奈良時代後半・

以上 3点により、これらの道栂は奈良時代後半期に屈するものと考えられる・。さら

に建物の切り合い関係から細分すると

I期 S809

1[期 SB01,SD02,S813

皿JUJ S801, S002, S808, S811, S812 

!VJ!ilSB04,S805,SX07,S010 

なおSK03は時期不明

＊調査成果

•奈良時代後半に屈する建物群が検出され、それらが計画的な配悶をとること。

・大形の掘立柱建物S801の検出

•平城京一条北辺四坊における条坊遺構の検出

t
 t
 

., 

今回検出された建物群は、配岡から見て史跡指定地の池と一休のもとに計画され

たものである。さらに金銭（開基勝窟）出土地とも近接しており、伝称徳天皇御

・山荘地の可能性が極めて高い。

喝‘.
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図1 遺構図
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平城京と宮の園池
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名 祢 位． 誼 発掘悶査 規楳形状 氾： 匠

A.伝祢徳天且ll1l山荘跡 西大寺奥院北西 200m 1979年第118-2・20次 市北J8m、東西55m 中a、北西ばにi勇泉

（平城京西四坊北辺） 西の京丘陵の北嬬 閃在 水深約2伽m 穫犀は地山の掘り込

渓流状の地形 東ほ・市埠の一郎を検出 ヒョウタン形 み．

l,I60rrf 

8.平城宮 平城宮内大柑駁地区 1960年第 4次朗立一池 市北17m・東西18m バ摩はt刃也土の掘り

全容を検出 の不jil,199．仕深部 込み．東に隣接して

の深さ80cm. ]50m' 市北1あが建つ．

C.平城宮東院
- - - 9 - -

東院東市悶．字奈多星 1967年第44次 1976年 市北60m 喩東西60m• /11期の庭IiiT楳に安

神仕林丘東 第99次 1978年 第!JO次 況の手状に 1及帷に屈 、山岩を炊さつめ．！麦

1979年第120次各悶在で 曲した汀線．水深40 期の庭は全面玉石敷

I 
＼ 池の全吝．付属建物検出 cm. 1,970m' 扶石・中屈．屈をほ

ける．

o.平城京左京三条ー坊 十四坪の市西嬬 1968年、第46次閃査で西 一郎（市北 5m.東 中“と怪20cmの玉石

+l!!I坪． 側小,~に沿った築地．門 西JOmの円形の池． ヵ1年に一郎残柘

ヽ その内1間に辻物．園池の 水深25cm. 庭石 1ヶ．

一部検出

E.平城京左京二条二坊 東にK"1戻して菰Illが流 1975年第96次． 1978年 市北延長55m,東西 全面石穀の池で．洲

六坪 れ、池は六坪の中心に 第l09次.1980年第121 ill15mの曲池．水深 浜．庭石を持つ．

位匿する． 次、各関在で池の全吝｀ 25m0 220m' 

付屈辻物検出

／ 

↓
9
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主要参考文献

「昭和36年度 西大寺調査」

『奈良国立文化財研究所年報 1962』

・岸俊男「習宜の別業」

『日本古代政治史研究』 昭和41年

「称徳天皇御山荘推定地の調査」

『昭和54年腹 平城宮跡発掘調歪部調査概報』
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昭和37年
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昭和55年

図4 西大寺古図
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